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北大 ･応電研 勝 又 紘 一
我々は以前に,絶縁性の強磁性体Rb2CrCl｡と反強磁性体Rb2MnCl｡ との混晶が, リ
ェントラントスピングラス(RSG)転移を示すことを見つけた.1)第 1図にCr-rich側での濃
度対転移温度の相図を示す｡本研究会では,このRSG転移が Vilainの2次元XYスピング
ラスモデル2)により説明出来ることを報告した｡
Rb2MnCl｡ とRb2CrCl｡は共にK2NiF｡型の構造をもち,C面内の交換相互作用が面
間のそれと比べて桁違いに強く,準2次元磁性体と見なせる(両者は低温で長距離秩序を示す)｡
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